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　まず平成 24 年 6 月下旬、芸術文化学部ペルトネンと
学生の多智、田中と大沢野幼稚園園舎を見学し、壁画原
案の作成を行った。さらに平成 24 年 7 月下旬、壁画へ
の描画を開始し、8 月 24 日に幼稚園側、芸文、人発に
よる指導内容の打ち合わせを行った。そして平成 24 年 8
月 31 日に幼児たちに壁面への描画指導を行った。
　その後、壁画の最終調整を行い、9 月 11 日に壁画制
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からも多く出された点。これらの反省点は、指導側の事前
の制作シミュレーション不足のために生じたと思われる図６。
３．今後の課題
　幼児に対する今回の指導の効果と反省点を踏まえ、幼
児に対する描画指導の今後の課題は、次の 3 つの点と考
えられた。１つ目は、事前準備段階での幼児に対する制
作指導シミュレーションの充実。このシミュレーションを充
実させるには、幼児の行動や情緒について更に実践経験
がなければ困難と思われる。
　2 つ目は、制作直前の指導内容の選択および言葉かけ
の工夫。これは特に、幼児に何を指導するのかについて
明確にしておくことが重要と思われる。
　3 つ目は、制作中における言葉かけの工夫である。こ
のことも 2 つ目と同様に、幼児に何をなぜ指導するのかに
ついて明確にしておくことが重要と思われる。また同時に、
幼児の性格、制作前に指導したことを幼児がどのように理
解し行動するか、集中力を欠いているか否かなどの状況
に合わせた言葉かけが重要であり、幼児への指導実践経
験がやはり重要になると思われる。
４．まとめ
　今回の実践から見出された幼児に対する描画指導の今
後の課題は、当たり前のことではあるが教育現場における
実践研究および実践に必要な理論研究を繰り返し行うこと
が重要と思われた。
　しかしながら、実践研究を行う教育現場の協力を常に得
ることは困難なため、今回のことを足掛かりに、幼児と直
接かかわりを持てる機会を関係機関と連携して活動の機
会を設けていきたい。
注釈
＊ 1　＜大沢野幼稚園園歌＞
　　　作詞：牧野杏子　作曲：藤波　弘
1. おひさまおはよう（おはよう） きらきらきいろ（き
らきらきいろ）　みんなのぼうしも（ぼうしも） き
らきらきいろ（きらきらきいろ）　きょうもかぶっ
てようちえん おにわのおはなもうれしそう
2. おはながゆれて（ゆれて） みんながうたう（みん
ながうたう）　おててをつないで（つないで） く
るくるうたう（くるくるうたう）　なかよしこよしの
ようちえん ことりもいっしょにうれしそう
3. すべりこてつぼう（てつぼう） みんながひかる（み
んながひかる）　みんなのかおも（かおも） にこ
にこひかる（にこにこひかる）　げんきなよいこ
のようちえん　　おやまもおがわもうれしそう
図５　スタンプで壁に模様をつける幼児のようす
図６　赤いスタンプの模様がにじんでしまっているようす
